
２５ 肝炎対策  

  〔現況及び施策の方向〕   肝炎ウイルス持続感染者（以下「キャリア」という。）はＢ型，Ｃ型合わせて国内に 220 万人から340 万人程度存在すると推定され，長期間の経過の後に肝硬変や肝細胞がんに移行することが指摘されている。   しかし，自覚症状に乏しいことから，肝機能に異常が出てから医療機関を受診すると既に肝硬変・  肝がんに移行しているケースが少なくなく，県民への正しい知識の普及啓発，検診受診率の向上，検査で要診療と診断された者への保健指導，専門医療機関の整備が必要となっている。   このため広島県では肝疾患の専門医等で構成する肝炎対策協議会を設置し，広島県の現状と課題を整理し，肝炎対策の諸施策を推進する。 
 〔事業の内容〕 １ 肝炎対策事業（予算額 3,684 千円） 【負担割合：国 1/2，県 1/2】   肝炎対策協議会の設置，肝疾患診療支援ネットワーク体制の充実，肝疾患診療連携拠点病院の運営及び県民への普及啓発等，総合的な肝炎対策を推進する。（平成 19 年度創設） 
 区  分 内       容 総合的な推進体制の強化  治療・検査・普及啓発に係る総合的な肝炎対策を推進するため「肝炎対策協議会」を設置 肝疾患診療連携拠点病院の機能強化 ○肝疾患診療連携拠点病院等連絡会の運営 ○肝疾患相談室の整備 ○医療従事者研修  普 及 啓 発 活 動 ○肝炎ウイルスに関する正しい知識の普及啓発 ○肝炎ウイルス検査の受検促進      第 1表 肝炎対策協議会の開催状況 
 

 

 第 2表 肝疾患相談室における相談件数                                    （件） 
 

               ２ 肝炎ウイルス検査・治療費助成事業（予算額 649,572 千円） 【負担割合：国 1/2，県 1/2。ただし「肝炎ウイルス検査の実施」については，国 65/100，県 35/100】    早期発見・早期治療体制を充実させるために，保健所で実施している検査に加え，医療機関に  委託し肝炎ウイルス検査を実施する。（平成 20 年度創設）    また，根治療法として急速に進展しているインターフェロン療法について，高額であることに  より敬遠されていることから，治療費の一部を助成してアクセスを改善することにより，根治  

区     分 開 催 回 数 主 な 議 題 平 成 24 年 度 1 第 2次広島県肝炎対策計画に基づく各種施策について 平 成 23 年 度 3 第 2 次広島県肝炎対策計画の策定について 平 成 22 年 度 1 広島県の肝炎対策の現状・課題について 区     分 広島大学病院 福山市民病院 合計 平 成 24 年 度 1,409 1,200 2,609 平 成 23 年 度 1,353  1,225 2,578 平 成 22 年 度 1,116 1,184   2,300 



療法の進展を図る。（平成 20年度創設）    なお，平成 22年度及び平成 23 年度から治療費助成制度について次の事項を変更し，アクセスの改善を図っている。  （平成 22年度～） ○治療費の自己負担限度月額の引下げ（1万・3万・5万→原則１万円（上位所得階層：2万円）） ○助成対象医療の拡大（B型肝炎患者への核酸アナログ製剤治療を追加） ○制度利用回数の制限緩和（Ｃ型肝炎患者に対するインターフェロン治療について，医学的妥当性が認められる場合は，1人につき 1回→2回目の利用を認める）   （平成 23年度～） ○Ｃ型肝炎患者に対する助成対象医療の拡大（インターフェロン治療にテラプレビルを含む３剤併用療法を追加） ○Ｂ型肝炎患者に対するインターフェロン治療に係る制度利用回数の制限緩和（医学的妥当性が認められる場合は，２回目の利用を認める。） ○Ｂ型肝炎患者に対する助成対象医療の拡大（ペグインターフェロン治療を追加） 区  分 内       容 制度に係る説明会  ○ 肝炎治療費助成制度について，各種関係機関に説明会を実施 （対象：保健所・市町，医療機関，患者）  受給資格の審査・受給者証の発行 ○ 当該制度の受給者認定に係る経費 ・ 認定審査会の開催 ・ 申請受付業務等 肝炎ウイルス検査の実施 ○無料検査の実施 （実施場所：保健所（支所），委託医療機関） 医療費助成等 ○患者の所得階層に応じた一定の自己負担額の上限を超えた額の 助成等 
 第 3表 肝炎治療受給者証交付件数                                    （件） 
 

 

 第 4表 肝炎ウイルス検査受検者数                                       （人） 
 

 

 

 ３ ウイルス性肝炎対策（予算額 2,313 千円）     【負担割合：国 1/2，県 1/2】      肝炎ウイルス検査の受検勧奨や陽性者に対する医療機関への受診勧奨を一層強化するため，市町の保健師，医療機関の看護師及び企業の健康管理担当者等を対象に肝炎に関する研修を実施し，肝炎患者等の適切な肝炎治療をコーディネートできる者を養成し，「肝疾患コーディネーター」とし

区     分 インターフェロン治療 核酸アナログ製剤治療 合計 平 成 24 年 度 828 2,325 3,153 平 成 23 年 度 655 2,165 2,820 平 成 22 年 度 946 2,787 3,733 区     分 県保健所（支所） 県委託医療機関 合計 平 成 24 年 度 19  3,161  3,180 平 成 23 年 度 12 2,953 2,965 平 成 22 年 度 16   4,451   4,467 



て認定する。既に認定を受けた者に対しても継続的に研修を行い，最新の知見を習得させる。（平成 23年度創設）    また，産業医を対象に肝炎に関する研修を実施し，職域における衛生教育を通じた肝炎に関する正しい知識の普及啓発を実施する。（平成 25年度創設）  区  分 内       容 肝疾患コーディネーターの養成 ○養成講座（２会場（広島，福山），各２日）200 名養成 ○継続研修（２会場（広島，福山），各１日）250 名 産業医研修【新】 ○ 産業医研修(７会場)1,050 名 
 第 5表 肝疾患コーディネーター養成者数                 （人） 
 

 

 ４ ヘルスプロモーション事業（予算額 4,987 千円） 【負担割合：国 10/10】 肝炎ウイルス検査で発見されたＢ型・Ｃ型キャリアの受診動向・長期経過等を把握し，適切な肝炎医療に繫げ，肝がんによる死亡者を減少させるため，行政・医療機関・県民等関係者が参加するフォローアップシステムを運用する。（平成 24 年度創設）  区  分 内       容 肝疾患患者フォローア ッ プ シ ス テ ム ○肝炎ウイルス検査陽性者を適切な肝炎医療に繋げるフォローアップシステムの運用  

区     分 養成者数 平 成 24 年 度 161 平 成 23 年 度 105 


